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大学機関別認証評価 実施大綱等 修正箇所等一覧 

 
【大学機関別認証評価 実施大綱】 

●Ⅵ 評価のスケジュール Ｐ５ 

【本文中】：③を削除し、新たに③を追加及び縦書きを削除 
 〔修正等の理由〕 
  大学からの要請に基づき個別対応で実施しており誤解を招く記述のため、実態にあわせて修正 
 
【大学機関別認証評価 自己評価実施要項】 

●Ⅲ 実施時期 Ｐ１ 

【本文中】：５行目を削除し、新たに［評価実施年度］１行目を追加 
〔修正等の理由〕 

  大学からの要請に基づき個別対応で実施しており誤解を招く記述のため、実態にあわせて修正 
 
●別紙１ 大学機関別認証評価のスケジュール Ｐ15 

【評価実施の前年度】：「対象大学の自己評価担当者等に対する研修の実施」を削除 
〔修正等の理由〕 

  大学からの要請に基づき個別対応で実施しており、誤解を招く記述のため削除 
 
●観点２－１－① Ｐ19 

【根拠となる資料・データ等例】：２つ目を追加 
〔修正等の理由〕 

  共同教育課程の設置がある場合においての、根拠となる資料・データ等例の追加 
 

●観点３－１－③ Ｐ23 

【関係法令等】及び【留意点】：追記 
〔修正等の理由〕 

  専門職大学院設置基準の改正に伴う追加 
 

●観点４－２－① Ｐ27 

【留意点】：３つ目を一部削除 
〔修正等の理由〕 

  誤解を招く記述のため削除 
 
●観点５－１－① Ｐ29 

【関係法令等】：追記 
〔修正等の理由〕 

  関係法令等：大学設置基準20条（教育課程の編成方法）をカリキュラム・ポリシー策定にかか

る参考条文として追加 

 

●観点５－１－② Ｐ29 

【留意点】及び【根拠となる資料・データ等例】：追記 
 〔修正等の理由〕 
  留意点・根拠となる資料・データ等例：分析がしやすいよう、カリキュラム・マップ等の例示

を追加 
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●観点５－２－② Ｐ31 

【留意点】：４つ目を追加 
【根拠となる資料・データ等例】：３つ目を修正 
〔修正等の理由〕 
 留意点：分析がしやすいよう、説明会等で大学側に説明した内容を追加 
 根拠となる資料・データ等例：記載事項の移動整理 

 
●観点５－２－③ Ｐ32 

【留意点】：１つ目、３つ目を一部修正 
〔修正等の理由〕 

  １つ目：分析がしやすいよう、説明会等で大学側に説明した内容を追加 
  ３つ目：記載事項の移動整理 
 
●観点５－３－① Ｐ33 

【留意点】：修正 
〔修正等の理由〕 

  語句の修正 
 

●観点５－３－③ Ｐ34 

【留意点】：３つ目を追加 
〔修正等の理由〕 

  分析がしやすいよう、説明会等で大学側に説明した内容を追加 
 
●観点６－１－① Ｐ41 

【根拠となる資料・データ等例】：※２を修正 
〔修正等の理由〕 

  語句の修正 
 

●観点６－２－① Ｐ42 

【根拠となる資料・データ等例】：２つ目を修正 
〔修正等の理由〕 

  平成25年12月16日付け「文部科学省における大学等卒業者の「就職率」の取扱いについて（通

知）」に基づき、就職率の定義を修正 

 
●観点８－１－① Ｐ49 

【留意点】：６つ目を追加 
〔修正等の理由〕 

  大学からの問い合わせが多い観点のため、分析がしやすいよう追加 
 
●観点９－１－① Ｐ52 

【留意点】及び【根拠となる資料・データ等例】：追加 
〔修正等の理由〕 

  財務専門部会から大学へ確認が多い事項を追加 
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●観点９－１－⑤ Ｐ53 

【根拠となる資料・データ等例】：４つ目を追加 
〔修正等の理由〕 
 基本資料として提出するように追加 

 
●観点９－１－⑥ Ｐ53 

【留意点】：１つ目を追加、２つ目を修正 
〔修正等の理由〕 

  財務専門部会から大学へ確認が多い事項を追加 
 
●観点９－３－③ Ｐ56 

【留意点】：３つ目を修正 
〔修正等の理由〕 

  語句の修正 
 
●別紙３ 大学現況票について 

Ⅱ作成要領 Ｐ63 オ「備考」の欄：１つ目を追加 
別紙様式 Ｐ68 大学現況票（教員及び教育支援者【基準３】）：備考欄に追加 

 〔修正等の理由〕 
  専門職大学院設置基準の改正に伴う追加 
 
●別紙３ 大学現況票について Ⅳ その他 Ｐ67 

〔修正等の理由〕 
 語句の修正 

 
【大学機関別認証評価 評価実施手引書】 

●Ⅲ 実施時期 Ｐ１  

【本文中】：５行目を削除し、新たに［評価実施年度］１行目を追加 
〔修正等の理由〕 

  大学からの要請に基づき個別対応で実施しており誤解を招く記述のため、実態にあわせて修正 
 

●５ 大学関係者（責任者）への訪問調査結果の説明及び意見聴取 Ｐ13 

【本文中】：３行目を修正 
〔修正等の理由〕 

   誤解を招く記述のため、実態にあわせて修正 
 

●別紙１ 大学機関別認証評価のスケジュール Ｐ17 

【評価実施の前年度】：「対象大学の自己評価担当者等に対する研修の実施」を削除 
〔修正等の理由〕 

  大学からの要請に基づき個別対応で実施しており、誤解を招く記述のため削除 
 
【大学機関別認証評価 訪問調査実施要項】 

●６ 大学関係者（責任者）への訪問調査結果の説明及び意見聴取 Ｐ5 

【本文中】：６行目を修正 
〔修正等の理由〕 

   誤解を招く記述のため、実態にあわせて修正 
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【大学機関別選択評価 実施大綱 選択評価事項】 

●Ⅵ 評価のスケジュール Ｐ５ 

【本文中】：③を削除し、新たに③を追加及び縦書きを削除 
 〔修正等の理由〕 
  大学からの要請に基づき個別対応で実施しており誤解を招く記述のため、実態にあわせて修正 
 
【大学機関別選択評価 自己評価実施要項】 

●Ⅲ 実施時期 Ｐ１ 

【本文中】：４行目を削除し、新たに［評価実施年度］１行目を追加、３行目を修正 
〔修正等の理由〕 

  １行目：大学からの要請に基づき個別対応で実施しており誤解を招く記述のため、実態にあわ

せて修正 
  ３行目：「研究活動実績票に係る調査及び」を誤解を招く記述のため削除 
 
●別紙１ 選択評価のスケジュール Ｐ15 

【評価実施の前年度】：「対象大学の自己評価担当者等に対する研修の実施」を削除 
〔修正等の理由〕 

  大学からの要請に基づき個別対応で実施しており、誤解を招く記述のため削除 
【評価実施年度】：下部の説明を修正 
〔修正等の理由〕 

  語句の修正 
 
●別紙４ Ⅱ記述要領３の(8)、(9)、４の(8) Ｐ36、37 

〔修正等の理由〕 
  大学からの問い合わせが多い事項を追加 
 
【大学機関別選択評価 評価実施手引書】 

●Ⅲ 実施時期 Ｐ１ 

【本文中】：４行目を削除し、新たに［評価実施年度］１行目を追加、３行目を修正 
〔修正等の理由〕 

  １行目：大学からの要請に基づき個別対応で実施しており誤解を招く記述のため、実態にあわ

せて修正 
  ３行目：「研究活動実績票に係る調査及び」を誤解を招く記述のため削除 
 

●別紙１ 選択評価のスケジュール Ｐ15 

【評価実施の前年度】：「対象大学の自己評価担当者等に対する研修の実施」を削除 
〔修正等の理由〕 

  大学からの要請に基づき個別対応で実施しており、誤解を招く記述のため削除 
【評価実施年度】：下部の説明を修正 
〔修正等の理由〕 

  語句の修正 
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